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『法政大学史資料集』は 1978 年 3 月に法政大学百年史編纂のため刊行がはじまり、大学の歴史に関す

る資料集として古い歴史があります。百年史完成後も大学史の解明のために刊行が継続され、2021 年

3 月刊行の第 39 集以降は『HOSEI ミュージアム紀要』に収録されています。
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解　題

法政大学史委員会

根崎 光男

本オーラル・ヒストリーは、法政大学元常務理事・名誉教授の岡島敏先生の理事在任中における大学

行政および工学部運営の内実を理事の立場から語っていただいた口述記録である。本インタビューでは、

1990 年 5 月～ 1993 年 4 月までの常務理事在任中、および 1993 年 5 月～ 1996 年 4 月までの理事在

任中の大学運営のみならず、その生い立ちから 32 年間にわたる法政大学在職期間中のお仕事ぶりを中

心に幅広くお話しいただくことにした。なかでも、岡島先生は工学部の教員から常務理事および理事を

合計 6 年間にわたって務められた経歴があり、工学部教員からみた学部運営および大学運営について

もお話がおよんでおり、大変貴重な内容となっている。そこで、法政大学における教学の歩みのなかで、

岡島先生の口述記録の内容をつぎの 4 つの視点からまとめておきたい。

その前に、岡島先生の履歴を通観しながら、その歩みを確認しておきたい。岡島先生は 1940 年北海

道に生まれ、水産業を営む父の仕事の関係で小学校高学年から秋田市に移り住んだ。理数系を得意とし

た岡島少年は、高校の化学教員に勧められ、1959 年法政大学工学部機械工学科に入学した。当時、工

学部は麻布に校舎があり、校舎は古く「馬小屋」同然であったが学生はみんな真面目に勉学に励み、学

部の評価は他大学を凌ぐ極めて高い位置にあったと述懐している。

1963 年の学部卒業後、同大学院工学研究科修士課程に進み、1964 年 4 月に小金井校舎竣工につき

移転、1967 年 3 月に修士課程を修了した。キャンパス移転を含め、本学工学部が大きく変化していく

時期でもあった。その後、指導教授の推薦で東京大学工学部航空学科研究生として最先端の宇宙開発に

かかわる無重力燃焼研究に専念、博士の学位を取得するなど、7 年間を過ごした。そして、1974 年 4 月、

母校から誘いがあり、法政大学工学部専任講師として着任した。

このころ、工学部は「工学部整備五ヶ年計画」を策定し、その実現に向けて奔走することになった。

しかし、学科の増設や再編は校地・校舎が大学設置基準に適合しておらず、このため文部省には 1 年

次の教育を木月校舎で行うという約束で認可を受けてきた経緯があった。

それでは、岡島先生の常務理事・理事在任中の業務を振り返りながら、当時の課題への取り組みにつ

いてみていきたい。第一に、岡島先生が 1990 年 3 月に工学部教授会の推薦により常務理事に立候補し

て当選した。このころ、工学部は学科再編ではなく、工学部の理工学部への改組に取り組むことになった。

当時、工学部内では経営工学科・電気工学科の一部を情報やシステムをキーワードとする学科に改編す

る案が提案され、それに加えて従来からの悲願であった機械工学科の化学機械コースおよび電気工学科

の計測制御専攻をそれぞれ学科として独立させ、さらに物理学科を新設して、物理・化学・情報で理学

系学科を構成し、従来の工学系五学科と合わせて、理工学部へ改組しようとしていた。この件について、

岡島先生は文部省との折衝を担当することになった。ところが、1991 年 11 月の最初の折衝で工学部
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の理工学部への改組は困難との感触であり、申請もできなかったという。この背景には、法政大学が市

ケ谷キャンパスの新学部設置交渉で文部省の不評を買っていたという事情もあったが、岡島先生は「や

はり工学部の責任です」と述べている。同様の折衝は他大学でも行っており、本学だけでなく、他大学

でもうまくいかなかったようである。

この点について、岡島先生はインタビューのなかで「工学部の中にけっこう矛盾がありました。例え

ば、機械工学科の中に化学があって、その化学の先生が学部の 3 分の 1 ぐらいを占めていました。そ

れを全部、きれいに整理したほうが、入るほうもわかりやすいし良いんじゃないか。そういうことがあっ

て、学科再編でまず進めて、それから『理工学部』だという話になりました」と述懐している。こうして、

工学部のままでの学科再編を進めていくことになった。その結果、1992 年 12 月に物質化学科・電子

情報学科・システム制御工学科の新設が文部省より認可されるなど、工学部の学科再編が実を結んでいっ

たのである。

第二に、工学部の多摩移転問題について、『法政大学と戦後五〇年』では「［工学部長　※筆者補足］

岩下の主張する『工学部多摩全面移転』に対して、教授会懇話会の席で、河原一郎（建築学科）の都市

型大学論に基づく『小金井再開発』の主張が真っ向から対決して、教学面からの要請よりも財政面から

の制約を重視した全面移転論に不安を抱いていた若い教授会メンバーが、河原の時代を見越した正論に

安堵しながらも固唾を呑んで議論を拝聴したのもこのころである。岩下の全面移転論は、小金井再開発

の可能性を小さく見積もっており、小金井校地の売却によって、費用を捻出し、大学設置基準に関して

の校地問題のない多摩校地に移転しようとするもので、場合によっては工学部移転跡の小金井校地に吉

祥寺にある付属第一中・高等学校が移り、第一中・高等学校の敷地を売却して移転費用にあてる、とい

うものであった。しかし、大量輸送機関がないという多摩校地の交通問題には何の見通しもなかった。

他方、河原は小金井再開発の可能性を示し、工学部としては小金井を離れるべきではないという論であっ

た」（560 頁）と記述されているのに対して、岡島先生は教授会懇話会の席上で個人的な意見が出され

ただけであって、教授会が二分されたということはまったくなく、揉めたこともなかったと述べている。

大学の歴史においては、客観視した公平性の高い記述が何より重要であることを示しているように思う。

第三に、理事時代の岡島先生が主導されたものに、大学院工学研究科定員の拡充がある。大学の財政

健全化のため、大学院の修士課程の定員 50 名を一挙に 300 名へと増員し、また博士課程についても定

員 8 名を 16 名へと増員しようという申請を行い、文部省は社会的な要請を受けて認可し、1995 年度

から実施された。当時、文部省は大学院の充実を文教政策の柱の一つに掲げて推進しようとしはじめて

いた時期であり、ちょうど時期的にも幸いした。本学側も簡単に認可されると思っていなかった大幅な

定員増であるが、その後の大学院拡充を容易にする大きな布石となっていったのである。

第四に、岡島先生は常務理事時代の多くの業務分担のなかに国際交流センターが入っており、ご自身

も「国際交流は得意でした」と述べている。理事時代の 1994 年度には国際交流センター事務部長も兼

任され、国際交流の推進に尽力された。その後、1995 年 9 月には韓国延世大学に、1996 年 4 月には

インド科学大学院大学に、いずれも下森定総長とともに学術交流の一環で訪問していた。インド科学大
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学院大学はインド唯一の大学院大学で、難関大学院大学として知られているが、岡島先生は 40 歳ごろ

同大学に 1 年間客員教授として赴任していたことがあり、それ以降少なくとも年 1 回は研究のためイ

ンドを訪問していたという。研究などでの海外出張が数多くあったことで、外国の大学との交流にも手

慣れており、最適任者であったといえよう。なお、これらの出張を国際交流委員会で報告したところ、

総長と理事の二人だけで出張したことに危機管理上問題があるとクレームがついたという件についても

話していただいた。

このインタビューの関係で、岡島先生のご自宅に二度訪問することになった。1 回目は 2022 年 7 月

19 日、インタビューに向けての打ち合わせとその内容確認のためにうかがい、そのなかで正式なイン

タビューは 1 回だけとすることに決定した。そして、2 回目はインタビュー当日の 2023 年 2 月 24 日

であり、午後 2 時～ 5 時までの 3 時間にわたって行った。何より、現在でも研究への情熱は衰えず、

仕事を精力的に継続されていたことに驚かされた。インタビューでのお話の節々で法政大学への変わら

ぬ愛情も感じたし、後進の教員として、先生が教員へのメッセージとしておっしゃった「存在感のある」

教員になってほしいというお言葉は身の引き締まる思いでお聞きした。なお、毎回、お茶を出していた

だいた岡島先生ご夫人・岡島榮子様も法政大学工学部の卒業生であり、麻布時代の工学部の様子などの

お話をうかがった。ご多忙のなか、私どものプロジェクトに長時間にわたってご協力いただいた岡島先

生と奥様に対して、深く感謝の意を表します。

岡島敏略歴

1940 年　北海道生まれ　　1951 年　秋田県に転居

1963 年３月　法政大学工学部卒業

1967 年３月　法政大学大学院工学研究科機械工学専攻修士課程修了

1967 年４月　東京大学工学部航空学科研究生（1974 年３月まで）

1974 年４月　法政大学工学部専任講師

1976 年４月　法政大学工学部助教授

1981 年４月　法政大学工学部教授

1990 年５月　法政大学常務理事（1993 年４月まで）

1993 年５月　法政大学理事（1996 年４月まで）

1994 年４月　法政大学国際交流センター事務部長（1995 年 3 月まで）

2006 年３月　法政大学を定年退職

2006 年４月　法政大学名誉教授
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岡島敏元常務理事オーラル・ヒストリー

開催日　2023 年 2 月 24 日（金）

場　所　岡島敏先生ご自宅　（東京都）

出席者　岡島　　敏（法政大学元常務理事）

　　　　根崎　光男（法政大学人間環境学部教授）

　　　　明田川　融（法政大学法学部教授）

　　　　北口　由望（法政大学 HOSEI ミュージアム学芸員＊当時）

目次

１．法政大学入学以前

２．学生・院生のころ

３．法政大学の教員に就任

４．研究に集中

５．学生運動

６．教学改革と多摩移転問題

７．常務理事時代

８．「理工学部」への改組を断念

９．小金井再開発へ

10．大学院の拡充と学科再編

11．国際交流

12．これからの法政大学へ

1．法政大学入学以前

根崎　総長、理事経験者の方々にオーラル・ヒ

ストリーということで聞き取り調査をしていま

す。今回、先生には、工学部の再編に絡むこと

と、理事時代のお仕事の関係を特にお聞きした

いと思います。最初に、少年期からお伺いして

いきます。よろしくお願いいたします。それで

は、先生のご出身地は北海道の根室市というこ

とでよろしいですか。

岡島　生まれは、北海道根室市です。生まれた

時は、第二次世界大戦が始まった時でした。

根崎　小学校まで根室でしたか？

岡島　小学校の途中まで、5、6 年生の頃まで

いたと思います。その後、秋田に引っ越しまし



� 135

岡島敏元常務理事オーラル・ヒストリー

た。

根崎　それはご両親の都合ですか。

岡島　うちは水産業をやっていて秋田に支店が

ありました。父が軍隊で、駆逐艦か何かの艦長

をやっていて、戦争が終わって水産業をやり始

めました。

根崎　小学校の途中までは根室にいて、中学校

ご卒業は秋田でしょうか。

岡島　秋田の土崎中学校というところです。

根崎　その後、履歴書によりますと、秋田短期

大学附属高校に入学されていますね。このあと

工学部の先生になられるわけですが、理系の目

覚めというのはいつでしたか？

岡島　理系の目覚めは、理科が好きだったこと

だと思います。

根崎　中学生ぐらいから？

岡島　中学生ぐらいからです。理数系が好きで

した。それで、算数か数学の時によく手を挙げ

て黒板に書くことを、いつもトップでやってい

ました。

根崎　得意だったんですね。

岡島　私の兄が非常に優秀だったので、その弟

も優秀だと思われたらしいです。ですから、や

むを得ず勉強しました（笑）。いま考えればそ

んな感じがします。

根崎　お兄さんが優秀だと、それもプレッシャー

ですよね。

岡島　先生に、「おまえも優秀だろ」と言われ

て、勉強は大嫌いでしたが、その言葉で一所懸

命、勉強し始めたと思います。

根崎　秋田で附属高校を卒業されて、その後、

法政大学の工学部に入学されるわけですが、な

ぜ法政を選びましたか。

岡島　高校時代の化学の先生に「あそこにはい

い先生がいるよ」、「受けてみたら」と言われた

ので、受けました。

根崎　大学はたくさん選択肢があったと思いま

すが、先生の勧めで法政を受けたということで

すね。

岡島　明治も受けて、確か明治も受かっていた

と思いますが、あとは覚えていません。

根崎　なぜ法政の工学部を勧められたと思いま

すか。

岡島　それはよくわかりません。その先生は秋

田大学出身だったと思います。法政に友達がい

たと思いますが、わかりませんね。

根崎　秋田大学出身の先生で法政大学の工学部

を勧めるというのも、またすごいですよね。

岡島　だから、何か関係があったと思います。

優秀な先生がいるって、勧められればその気に

なってしまいますよね。

根崎　そうですね。

岡島　「君だったら受かるだろう」と言われた

ので、「じゃあ、受けてみようか」と思って受

けました。

根崎　当時は、まだそんなに高校から大学に行

く時代ではなかったですよね。

岡島　あの時は、進学率 30％以下で、それほ

どいませんでした。あれが人生の分かれ目でし

た。

2．学生・院生のころ

根崎　工学部で、麻布時代ですよね。

岡島　そうです。

根崎　麻布時代の雰囲気というのは、今の我々

からするとなかなか想像できません。

岡島　市ケ谷が立派になりましたからね。

北口　麻布は今一等地ですから、あのまま麻布
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にあればよかったのにとも思います。

岡島　一等地ですよね。あのままいれば大した

ものでしたね。

北口　けれども、麻布の校舎が古かったと。

岡島　校舎が古くてもあの頃の学生はみんな真

面目で、一所懸命に勉強しました。機械工学科

の先生は、東大の航空学科の教員の集まりでし

た。能谷（俊雄）、小井土（正六）、飯沼（一男）、

村上（勇次郎）、全部東大系でした。おそらく

航空学科だから、他に職がないからでしょう。

北口　戦争が終わって、行くところがなくなっ

てしまったからでしょうか。

岡島　ですから、みんな優秀で学会でもトップ

クラスでやっていました。

根崎　入学した後の雰囲気はご自分でも納得で

きるものでしたか。

岡島　もうひとつは、授業料が非常に安いとい

う、他の大学の半分以下だったと思います。

根崎　私もそう思います。私の時代もそうでし

た。

岡島　本当かなと思ってしまうくらい安かった

です。後で聞いたら、先生方は、「我々の給料、

安かったんだよ」と言っていました。

北口　東京ではどこに住んでいましたか。

岡島　初めに来た時は、横浜に親戚がいたので、

そこにしばらくいて、そこから今度は東横線の

学芸大学のところに移ったと思います。

北口　下宿しましたか。

岡島　全部、下宿でした。

北口　そこから麻布に通っていたんですね。

岡島　そうです。初めは父の弟が住んでいた横

浜の鶴見で下宿しました。

北口　それなら、お父様も安心でしたね。

岡島　親戚というのはあまりよくないですね

（笑）。気を使って大変でした。

根崎　大学 4 年間は、親戚のところで下宿し

ましたか？

岡島　いやいや、2 年間は親戚で、それから学

芸大学のところに下宿して、ずっといました。

学芸大学のところは長かったです。

根崎　大学院に入ってからも？

岡島　工学部が麻布から東小金井に移転したの

が 1964（昭和 39）年で、その翌年に大学院（修

士課程）ができました。よく覚えていませんが、

大学を卒業した時は、1 人に 10 社ぐらい求人

が来ていて、就職がとてもよかったんです。

根崎　ちょうど高度経済成長期ですよね。

岡島　確か、就職も決まっていたと思います。

それで、就職しようと思っていたら、突然漆原

（信之）先生に、「君、卒業しちゃ駄目だ。大学

に残れ。私のところへ来て手伝え」と言われて、

驚きました。そこで、「そういうわけにはいか

ない。内定もとってあるし決まっている」とい

う話をしたら、「それでもいい。そんなところ

はやめちゃえ」と言われました。その内、「も

う理事会の了承をとってある」と、そこまで言

われてしまいました。理事会が何か知りません

でしたが、それで、「じゃあ、1 年ぐらい残るか」

と思って、会社に聞いたら「1 年ぐらい待って

あげる」と言われて、大学に残ることになりま

した。

　あの時は確か身分は実験助手で、製図とかい

ろいろな実験とかをさせられたと思います。そ

れで、1 年目にやめようと思ったら「駄目だ、

辞めさせられない」と言われました。あの時、

どうして辞めなかったのかよくわからないです

けどね。そうしたら飯沼先生から、「大学院が

できたから大学院に入れ、私のところに来い」
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と言われました。うちは水産会社をやっていて

わりと裕福だったので、大学院に進学しました。

修士 2 年が終わった時、飯沼先生が学会とか

何かで発表させてくれました。

　当時、東京大学工学部航空学科に熊谷清一郎

教授という超有名な先生がいました。熊谷先生

は、怖い先生でしたが、優秀でした。日本で初

めて、燃焼の研究でノーベル賞に相当するよう

な世界的なゴールドメダルをもらっていまし

た。飯沼先生から、「その先生のもとに行け」

と言われました。熊谷先生は宇宙関係の研究を

やっていました。今、H3 ロケットが失敗しま

したが、あの一連の関係、燃焼関係です。それ

で、私もまだ若かったし、食べることに困らな

かったので、あまり将来を考えず行くことにし

ました。それで、東大の航空学科に行った時に

は、試験が終わっても何もありませんでしたが、

「じゃあ、研究生というシステムがあるから、

私が推薦するから来い」と言われて、研究生と

して在籍することになりました。そして、実験

や研究をやっているうちに、「学位（博士）を

取れ」と言われて、学位を取りました。学位を

取るのはけっこう難しかったです。ドイツ語と

英語で試験をやって、それからほかにも、いろ

いろなことがありました。

北口　学位は東大で取りましたか。

岡島　東大で、無重力燃焼という分野で学位を

とりました。「無重力」という言葉は我々が世

界で一番早くつくった言葉です。

北口　我々というのは、熊谷先生と岡島先生た

ちということでよろしいですか。

岡島　そうですね。それで、「東大にはおまえ

のような馬鹿はいない」と言われて、「やれ」

と言われたら、命を張って懸命に実験しました。

先生は、東大の者はわりと調子がよくて、努力

と結果が割に合わなければやらないと言ってい

ました。そして、「私はいい弟子を見つけた。君、

指導教官が優秀になれる理由は、いい弟子をつ

かんだら離さないということだ」とも言ってい

ましたね。しかし、熊谷先生が生活を保障して

くれるわけではありません（笑）。

根崎　研究生ですからね。

岡島　研究だけやる流れになってしまいました

が、世界的な実験を多く行いました。

根崎　そこなんでしょうね。東大生と違って

黙々と実験に励んでくれると。

岡島　それで、研究生で 6 年か 7 年ぐらいい

ました。研究生をやって 5 年過ぎたころに、

学位を取ったら、法政から「来てくれ」と言わ

れました。飯沼先生が来て「来てくれ」と言わ

れたことを、熊谷先生に伝えたら、こっぴどく

怒られました。「おまえ、法政大学があの時ど

うだったのか知っているか」なんて言われまし

た。熊谷先生というのは、とてもストイックで

厳しい先生で、研究以外には何も知らないと

言っても過言ではありません。それで、最初は

飯沼先生も諦めたと思います。あの時、私の親

は「好きなことをやれ」と言ってどんどんお金

を送ってくれて、わりと恵まれていたので、生

活はあまり困っていませんでした。2 年ぐらい

たってから、法政大学から「ぜひ来てくれ」と

誘いがあり、再度、飯沼先生が来て、長く粘っ

て頼んだそうです。そうしたら、熊谷先生も、

「しょうがない。じゃあ、やるか」ということで、

法政に行くことになりました。

3．法政大学の教員に就任

根崎　当時、工学部の先生方はほとんど東大出
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身でしたか？

岡島　機械工学科はね。

根崎　法政全体的にそういう傾向がずっとある

じゃないですか。

岡島　いや、そんなことないですよ。

根崎　そうですか。私の頃はもう、「東大の植

民地」とよく言われました（笑）。

岡島　有名な先生は全部、東大出でした。確か

に、東大の植民地のほうが大学としてはよかっ

たかもしれません。

根崎　それはそうかもしれません。

岡島　東京大学から法政大学に来たらわりと力

を持てました。どういうわけか知りませんが、

私が言ったらほとんどみんな他の先生方も聞い

てくれました。

根崎　東大の大先生の下についていたというこ

ともあるでしょうしね。

岡島　そうです。みんな言うことを聞くので、

人事はほとんど推薦すると通りました。そこで、

法政出の人を 4、5 人採りましたが、あれは失

敗でしたね（笑）。今はとても反省しています。

根崎　「成功だ」と言っていただけるのかと思

いました。

岡島　東大の友達に、「君、法政大学で東大か

らも採ってくれないか」と言われた時に、「わ

かりました。採りましょう」といって採用して

おけばよかったのですが、やはり法政出の人が

可愛くて、採用しました。

根崎　大学の教員の人事は、東大系の人が、後

輩を東大から連れて来るというパターンかと

思っていました。

岡島　私は、それをやめました。やめたという

か、たくさんそう言われましたが、指導してい

て、法政出身の人が可愛かったんです。その点

において、やはり私は駄目だったと思います。

薄情になって、組織を考えてやればよかったと

思いますが、どう悩んでみても仕方がないから、

それは言うだけですね。だから、人事というの

は難しいです。

根崎　今はもう、全て公募ですからね。

岡島　公募というのも、いい加減なところもあ

りますよね。

根崎　そうとも言えなくもないですが、今は誰

かが連れて来るなんていうことはまずありませ

んが、法学部はありますか。

明田川　否定も肯定もしません。

岡島　外部からみて法学部はわりといい人事を

すると思います。法学部は、やはり法政大学の

長で、高いレベルを保っているというのは、やっ

ぱり人事ですね。法学部というと、一目置きま

すね。

根崎　東大の研究生から工学部の教員になるわ

けですが、熊谷先生からの推薦があって法政に

来たという経緯でよろしいでしょうか。

岡島　飯沼先生の推薦で、東京大学の熊谷先生

のもとで宇宙関係の研究をしないかと誘いがあ

りました。

北口　それで研究をしていたところ、法政大学

から就職の誘いがあって、熊谷先生は強く難色

を示しましたが、法政大学に恩もあって、いらっ

しゃった。

根崎　流れ的にはこれでよろしいでしょうか。

岡島　はい。熊谷先生は口が悪くて、あの先生

は法政大学を認めていませんでした。でも、能

谷先生とか小井土先生のこともよく話していま

した。

北口　元同僚ですよね。

岡島　能谷先生は、人間的には立派な人で、昔、
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短大の学部長をずっとやっていました。そして、

非常に人格者でした。酒が好きで、ときどき付

き合わされました。

根崎　法政から依頼が来た際には、「もう法政

でいいかな」という感じですか。

岡島　みんな、僕を法政の人だと思っていたか

ら、他の大学からという記憶はありませんでし

たね。

根崎　母校に帰るという形ですね。

岡島　あの時は、「教員一流、学生三流」と言

われました。しかし、あれは嘘だとつくづく思

いました。法政に来たら、「学生一流」で「教

員三流」だと思いました（笑）。要するに大学

は先端的でユニークで存在感のある大学にしよ

うというのが必要で、いつも三流で満足してい

るようでは情けないと思います。そして、ハン

グリー精神を持たないといけません。今、法政

大学は比較的待遇が良いのではないでしょう

か。教員が勉強しないと学生も勉強しません。

ですから、大学がよくなるのは教員に依存しま

すよ。

根崎　耳が痛い話です（笑）。

岡島　あまりそういうことを言うとまずいと思

いますが、そう思いました。

根崎　学生の時と、教員になってからでは、法

政に対するイメージは変わりましたか。教員に

なった時に法政のイメージというのは、「こん

な感じかな」という感じですか。

岡島　法政のイメージを描いたことがありませ

んでした。

北口　院生時代はともかく、法政に戻って来た

時は小金井なので、麻布の学生の頃とは全く違

いますよね。

岡島　小金井に戻って来た時、「なんでここの

先生方は毎日大学に来ないんだろう」と思いま

した。

北口　先生たち、大学に来ていませんでしたか。

岡島　そう思いました。実験・研究をやってい

る教授はそんなに多くなかったと記憶していま

す。

根崎　理系というと毎日研究室に来て、実験す

るのかと思っていました。

岡島　小金井に来た時は 7 年くらい過ぎてい

たので、機械工学科の先生は年配の方で占めら

れていました。実験をしていた先生がいたかも

しれませんが、あまり記憶はありません。

根崎　東大を定年退職した後、私立に移るパ

ターンの先生が多かったのでしょうか。

岡島　多かったです。ですから、もう高齢で、

あまり実験・研究をやっていなかったと思いま

す。法政で 2、3 人採りましたが、定常化とい

うほど、多くはありませんでした。「先生、法

政に来ませんか」というと、みんな「OK」っ

て言うんです。やはり都心にあるということが

よかったんですね。

根崎　工学部の教員になって、教授会のメン

バーと違和感はなく溶けこめましたか。

岡島　向こうには違和感はあったかもしれませ

んが（笑）、私にはなかったです。

根崎　では、そんなにやりづらく、居づらくは

なかったですか？

岡島　ぜんぜん居づらくなかった。

根崎　良かったですか。

岡島　人間関係について考えたことはありませ

んでした。

4．研究に集中

岡島　レベルの高い、いい研究をしたい、研究
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でトップにいきたいということ、つまり、研究

で頭がいっぱいでした。

根崎　教員の中にだって頑張って研究している

人もいますよね。

岡島　平均的にいえばみんな上でしたが、東大

の研究生の時に比べると物足りなく感じまし

た。

根崎　研究生の時は、将来がかかっていますか

らね。

岡島　将来がかかっているというか、この研究

は絶対にやらなければならないという気持ちで

した。今やっている無重力状態の研究のほとん

ど、我々は全部やりました。どうして今の人は

昔の論文を読まないのかと思いますね。国際会

議でずいぶん発表しました。NASA にも行っ

たし、NASA からもうちに来て研究したいと

いう研究者がいましたが、法政大学には呼べま

せんでした。

根崎　無重力でも、なにか動いていそうな感じ

もしないでもない。

岡島　無重力で止めるというのは非常に難しい

です。ピタッと止めて、それで実験をやらない

と駄目なものがあったので、それをやるのに 3

年程度かかりました。朝昼晩と実験しました。

北口　実験をする道具や機械は、小金井にあり

ましたか。

岡島　それは全部、研究生の時に東大でやりま

したが、小金井でも協力してもらいました。小

金井での実験はその応用でいろいろなことをや

りました。

根崎　工学部に先生はいて、それぞれの研究

テーマをやろうと思っても機材関係はあまり法

政には揃っていなかったということですか。

岡島　あの時、通産省や石川島播磨重工業とか

が研究費をくれていたので、私は、機材や研究

費に苦労したことはありません。

根崎　それは先生によりますよね。

岡島　法政大学は、研究費はあまりくれなかっ

たので、みんな「お金がない、お金がない」と

嘆いていました。

根崎　大学は研究費用をそうくれませんから

ね。

岡島　国のプロジェクトで北海道の上砂川にあ

る世界最大の無重力環境設備で実験をしたとき

は、1 回落とすと額面 200 万円かかっていた

と思います。それをだいたい 1 年間に 50 回ぐ

らい落としていたので、億という金がかかって

いました。それで、4、5 人の学生を上砂川に

連れて行きましたが、学生がとても喜んでいま

した。朝 6 時頃に起きて、実験室に行きまし

たが、よくやってくれました。あれは法政の学

生でなければ駄目だと思いました。本当に偉い。

宝ですよ。

根崎　そう考えると、工学部の施設はいろいろ

課題があったでしょうね。

岡島　工学部の施設は、貧弱だったと思います。

根崎　小金井に移って来てからも、まだ貧弱で

したか。

岡島　財政的にそれほど裕福ではなかったと思

います。

根崎　法政はもともと文系の大学だから、理系

のことをよくわかってないということもありま

すよね。

岡島　そうですね。

根崎　ただ、岡島先生としては、他で研究費用

を獲得していて、機材関係も東大で利用してい

たということで、それほど不都合は個人的には

感じてはいらっしゃらなかったということです
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ね。

岡島　自分で言うのも変ですが、資金面で不自

由したという記憶はありません。ただし、国や

企業から研究費が出るのが、わりと遅く、研究

費を大学にくれる時のやり方に非常に問題があ

りました。要するに受託研究で大学にお願いす

ることになると、痛いことに、大学に 1 割、2

割ぐらい取られてしまいます。

根崎　今もそうですね。

岡島　それで、企業は考えたと思います。受託

研究として、研究費を 500 万円渡すと大学に

100 万円程度取られてしまうので、ある企業は、

私に寄附してくれました。寄附金でくれると大

学が規定上取れないので、500 万円ぐらいにな

ると、みんな寄附してくれました。

北口　それだけ先生の研究が魅力的だったんで

しょうね。

岡島　魅力的というか、企業も必要だったので

しょう。

根崎　企業側としても、寄附のほうが良いとい

うことでしょう。

岡島　確かに、みんな寄附してくれましたが、

それが、理事をやっている時と重なってしまう

こともありました。ですから、時々、理事会の

ないときに、北海道の上砂川まで行っていまし

た。

根崎　大学の名目としては事務費用ですけど

ね。

岡島　大学が取るのは当たり前ですよね。光熱

費や空間など使いますしね。

5．学生運動

根崎　当時、教員の立場として、学生の雰囲気

はいかがでしたか。

岡島　やはり学生は正直で、勉強している先生

にはついていきます。うちの学生は本当に素直

です。勉強好きな人は本当に勉強するし、しな

い人は初めからしませんが、どちらかというと

先生の態度によりますね。いろいろな学生がい

ましたが、学生には満足しています。

北口　学生運動が激しい時代でしたよね。

岡島　そうでしたね。

北口　小金井はどうでしたか。

岡島　小金井の学生運動については、あまり記

憶にありません。理事をやって初めてわかりま

したが、どちらかというと、小金井はアマチュ

ア的で、市ケ谷の学生運動は、プロ的で大変で

した。

北口　小金井の学生運動は、違いましたか。

岡島　違ったというか、あれは市ケ谷の先生方

の問題もあると思います。学生への対応につい

て意見して、一教（第一教養部）の先生から怒

られたことがあります。要するに、私は、「全

部教員が出て学生に対応すべき」と。つまり、

向こうがやったら、こちらも構えろと言いまし

た。そうしたら、「そんなことをしたらどうな

るかわかりますか」と言われました。ですが、

自分の大学を自分で守らないで、どうするので

しょう。

根崎　私は、先生が教員になられた時に入学し

ました。私は市ケ谷ですが、大変でした。「大学っ

て怖いんだな」と思って、命懸けでした。

北口　では、工学部の中ではあまり学生運動と

いうのは……。

岡島　工学部にもいましたが、市ケ谷と比べれ

ば可愛いものでした。私のゼミ生にもいました

ね。「採ってください」って来るんです。「なん

で？」と言ったら、「行くところがない」って
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言って。真面目で、ちゃんと宿題も全部やって

くるので、「君、学生運動をやっている暇があっ

たのか」と聞くと、「大丈夫です。あれは趣味

ですから。ストレス解消ですから」と言ってい

ました。ですから、工学部は市ケ谷とはレベル

が全く違っていました。しかし、大学が自治会

費の代理徴収をやめたのは非常にいいことだと

思います。

根崎　そうですね。みんな結果的にやめました

けどね。多摩に移転してからも、最初はやって

いました。でも、市ケ谷は紛争を起こしている

学生たちから殴られ、授業を妨害され、本当に

命の危機に晒されている先生方もいました。ま

た、ロックアウトがあって、お立ち台に立たさ

れて 5 ～ 6 時間もつるし上げされている先生

方もいました。当時、中村（哲）総長でしたが、

見ていて「総長って大変だな」と思いました。

車から出られないんです。「出て来い」ってや

られて、出て行けないじゃないですか。団交の

時に一回だけ見に行ったら、中村総長が会見し

ている時に石つぶてなどを投げるんです。そう

いう時がありましたね。ですから、あの時代は

酷かったと思います。工学部では、そんなに授

業を妨害されることはありませんでしたか。

岡島　学生運動の時は、厳しく対応すればいい

んです。大学の中でグジャグジャやることが駄

目だと思います。

根崎　だけど先生、命が懸かってきますよ。

岡島　必ず裏取り引きがあります。

根崎　私が学生の時に、市ケ谷では、1000 人

ぐらいが竹槍訓練をやっていました。

岡島　けれども、殺された人はいないでしょ。

根崎　いや、います。六角校舎だってありまし

たから。

岡島　昔ね。あの時ね。

明田川　家を燃やされた先生とかいらっしゃい

ましたよね。

根崎　爆弾を仕掛けられた人も何人かいますか

ら、市ケ谷の先生、大変ですよ。

北口　一方で、工学部は、地理的にも離れてい

るし。

岡島　工学部の場合はただ騒ぐだけで、どうっ

てことなかったです。

根崎　工学部は場所的な問題とかいろいろあっ

て、おそらく市ケ谷ほどではなかったと思いま

す。

岡島　学生運動は、自分たちの力では負えない

と思ったら、第三者の組織に頼むことですね。

6．教学改革と多摩移転問題

根崎　教員生活をされている中でいろんなこと

があるわけですが、工学部の場合には、ひとつ

は多摩移転の問題があがってきますよね。この

時に、『法政大学と戦後五〇年』などにもいろ

いろな意見が工学部の中にもあったとありま

す。つまり、賛成派・反対派がいたということ

ですが、その雰囲気というのは先生ご記憶で

しょうか。

岡島　今回のヒアリングのメモを読んで、初め

て知ることがたくさん書かれていて、不思議に

思いました。多摩移転について、工学部は議論

しましたが、それほど意見はなかったと思いま

す。

根崎　議論されていませんでしたか？

岡島　教学改革に対してはいろいろな議論をし

ました。要するに多摩移転の議論というのは、

ある一部ではやっていたかもしませんが、公に

はありませんでした。工学部の教授会で決めた
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ことはありません。ですから、とても多摩移転

などは不思議に思います。

根崎　我々が見ているものでは、教授会で学部

長から提案されて、それに対する批判があった

ということが書かれていますが（『法政大学と

戦後五〇年』、558-561 頁）、先生としては「そ

んな喧々諤々やったかな」という感じでしょう

か。

岡島　そうでしたら、小金井キャンパスの再開

発があのようにいかないでしょう。全く抵抗や

反対がなかったと思います。教学改革で多摩移

転なんて……。文化勲章をもらった、尊敬する

井口（洋夫）さんという化学の先生に相談した

こともありました。相談した時に、先生から「君

ね、移転はマムシの出るところに行っちゃ駄目

だ」と言われました。それで、聞いたら、あそ

こはマムシだらけだって（笑）。

根崎　それはそうでしょう。

岡島　それで決断したわけではありませんが、

多摩移転をしなければ何もできないという議論

はありませんでした。事務のほうから「教授会

で決めたんですか」という話をよく聞いて、驚

くことはありました。そういうグループがあっ

たみたいです。

根崎　そうなのかもしれませんね。

岡島　ですから、別のグループが私を理事にし

ました。

根崎　それぞれの学部の中には、おそらくいろ

いろ事情はあるので、工学部はどうなのかと

思っていました。

北口　岩下（秀男）学部長がけっこう多摩移転

に乗り気だったという話もあります。

岡島　岩下先生の議論は、取るに足らないと考

えていました。

根崎　当時ひとつよく言われているのは、小金

井キャンパスが狭いということですね。

岡島　ですが、城山に行くと、さらに狭いです。

根崎　結果的に、1 年生だけ多摩移転するとい

うことになるわけですよね。

岡島　あれは文部省との相談で、「1 年生だけ

の多摩移転で工学部の問題は解決する」という

ことでした。

北口　そうしたら大学院が拡充できるというこ

とですね。

岡島　そうです。

北口　あの時、多摩に 1 年間だけ行っていた

学生は大変だったらしいです。

岡島　そうだと思いますが、大学院の定員増や

学科再編、教学改革などを全部考えれば、週に

1 回なので勘弁してもらわないとなりませんで

した。やはり、設置基準を満たさないと話にな

りませんからね。

根崎　移転は考えていましたが、交通問題は考

えていなかったんでしょうね。

岡島　何も考えていなかったです。ただ増えて

設計して、建物が建つというだけの話でした。

それでは、教学改革ではないでしょう。だから、

工学部も教学改革でいろいろ議論したと思いま

すが、その中に「こういう学科をつくろう」、「あ

あいう学科をつくろう」という話は一切なかっ

たと思います。

　工学部を「理工学部」にしようとした時は、

できなかったのは法政だけではありません。あ

の時、文部省は社会的にもとても大きな力を

持っていました。ところが、法政大学はその時、

一教問題で文部省を怒らせてしまっていまし

た。それを知らない私が火の中に突っ込んだも

のですから、やられてしまいました。最終的に
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文部省は、工学部の学科再編成に反対しました。

　たとえば最後に説明し、承認する時に東京の

他の大学の学長も呼ばれましたが、その会議の

時に文部省は「法政は寄附行為に違反している。

だから認められない」と言い出しました。そう

したら、中央大学の学長が「文部省は何を言っ

ているんだ」って怒りだしました。当時の法

政大学の寄附行為は、「評議員を 29 人とする」

と書いてあったと思います。1 週間か 2 週間前

に一人お亡くなりになったので、一人足りませ

んでした。それを文部省は、寄附行為違反だと

言って、反対しました。それで、すぐ理事会で

そういう事情を言って、寄附行為を変えました。

今は、「何人以下」となっていますよね。あれ、

当時は「以下」ではありませんでした。29 人

なら「29 人とする」と書いてあったので、一

人亡くなると、寄附行為違反になって、それを

文部省に密告する人がいました。あの時、我々

も驚きましたが、中央大学の学長も他の大学も、

文部省に怒って、「法政の言う通りだ」と言っ

てくれました。

根崎　当時、法政大学としては、市ケ谷の新学

部設置でかなり文部省を怒らせていました。学

部の中でさえまとまっていないのに、話を持っ

て行って「まとめてから持って来い」と言われ

たようです。

岡島　「工学部もそうか」って聞かれて、「工学

部はまとまっています」と何回も言いました。

「工学部も大丈夫か」と言われた時に、事務の

ほうは「大丈夫か、大丈夫か」って言っていま

したが、「まとまっている、まとまっている」

と言い返しました。

根崎　事務はそうですよ。市ケ谷の状況を見て

いると、学部がまとまっているのかなと思って

しまいます。

北口　あの当時、小金井は工学部ひとつだけだ

から、まとまりやすかったかもしれないですね。

根崎　予算関係も工学部だけの予算ですから、

やはり市ケ谷全体の予算とはかなり違います

ね。その後、多摩に移転した学部から「うちも

学部単独予算でくれ」という話が出てきます。

北口　やはり「理工学部」にしたかったのでしょ

うか。

岡島　したかったです。けれども、あの時はま

だマル合教員の審査でしたので、全く人数が足

りませんでした。鬼塚（豊吉）先生は「教員不

足分もいれて18人ぐらい採ってもいい」と言っ

てくれましたが、18 人は大変なことです。

根崎　それは大変です。

岡島　18 人、今度はそれに伴う教員の整理や

マル合教員の選定、あるいは教員の身分変更を

考えなければなりませんでした。そこで断念し

て、学科再編成ということでお茶を濁しまし

た。工学部には絶対に言うわけにいきませんで

した。今、考えるとやっぱり工学部の教員組織

の体たらくが最大の原因でした。でも教員の不

足分は助手の専任講師昇格人事で切り抜けまし

た。

根崎　新学部設置の時は、やはりマル合教員の

数の問題は大きいです。

岡島　大きいですね。我々の時も、いろいろな

大学が全部出しましたが、マル合教員で引っ込

めました。某大学も頑張っていましたね。3 人

か 4 人が怒られて、風呂敷を持って帰る姿が

惨めに見えました。我々もそうだったのかもし

れません。けれども、文部省はいろいろなこと

をやりましたが、それに対して社会が反応しま

した。「文部省、けしからん。大学に干渉して
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いる」ということになって、社会的に文部省が

とても批判されました。それで変わって、今は、

大学が申請すれば厳しい審査もなく認可される

ようになりました。だから工学部が理工学部に

容易に認可されました。

北口　あの当時は、いろいろな大学が工学部を

「理工学部」にしたいというのを計画していた

ということですか。

岡島　そうでしたが、全て通りませんでした。

根崎　法政だけではなかったということです

か。

岡島　うちだけではありませんでした。法政は

最初の折衝で駄目だったので、申請もできませ

んでした。

根崎　受け付けてもらえない？

岡島　受け付けてもらえないというよりは、そ

んな冒険ができなかったと学務担当理事が言っ

ていたと聞きました。18 人入れ代わるのなら

いいですが、若い先生だってマル合ではない人

がたくさんいましたしね。

根崎　理系は、ほとんど博士号を持っていると

思っていました。

岡島　持っていますよ。ただ、理系の博士号は

文系とはえらく違うものです。持っていること

が前提の話ではありますが、今は博士号よりも

別に、やはりレベルの高い実績をもっていなけ

れば話になりません。

7．常務理事時代

根崎　常務理事に就任される時に関してお話を

伺いますが、工学部としてはどういう経緯で先

生が立候補されることになりましたか。

岡島　最初は、理事になるということは知りま

せんでした。6 学科揃って、工学部で会議を開

いた時に、理事推薦者を決めようという話に

なって、機械からは、宮川（行雄）先生が出ま

したが「岡島しかいない、岡島しかいない」と

強く主張したそうです。5 人は「駄目だ、駄目

だ」と言っていたらしいですが、ほかに人がい

なかったので、通ったそうです。「推薦されま

したよ」と聞いて、驚きました。当時は、宇宙

開発の研究で研究費がたくさん国から出ている

し、「困る」と何回も言いましたが、「いや、工

学部のためにやってくれ」という声が多くあり

ました。

根崎　40 代で理事になった方は、ほかにいま

せんよね。

岡島　増島（宏）先生が、「私も若かったけど、

君のほうがもっと若かった」って言っていまし

た。

根崎　今だって、おそらく40代はいないでしょ

う。

岡島　49 歳だったかな。50 歳になっていな

かったと思います。

根崎　それで理事選挙に出られて、工学部は伝

統的に理事の枠はありましたか。

岡島　理事の枠があって、文系の人も票を入れ

るので、票が 1 番で、驚きました。

根崎　当選されたわけですね。

岡島　そうですね。当選した時に、辞めるとは

言えないでしょう。

根崎　それは言えないでしょうね。

北口　工学部の全てが先生の双肩にかかってい

るわけですよね。

岡島　そうですね。けれども、私の考え方はみ

んな知っているからね。「あの人はもう多摩に

は行かない。ここでちゃんとやるぞ」という立

場であることは認識していたと思います。小金
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井を再開発しようと。1 年生を多摩へやるのは、

設置基準を満たすためには仕方がない。それで、

そうなりました。何しろ実験のほうで頭がいっ

ぱいで、理事になるとあんなに時間が制限され

るとは思いませんでした。

根崎　そうだと思います。

岡島　学内理事は、職員が 1 人、教員が 4 人、

合わせて 5 人しかいません。総長を入れて 6

人ですね。当時、田村（善重）さんという職員

の方がいて、いろいろな相談をしました。です

から、理事をやっている時はみんな相談して決

めたようなものです。

北口　先生が常務理事をなさった時は、阿利（莫

二）先生が総長で、鬼塚先生、山本弘文先生と

3 人が理事でしたね。

岡島　3 人で、ほとんど決めていました。

根崎　ものすごい顔ぶれですよね。

岡島　多摩担当は、山本弘文先生はやりません

でしたが、私が多摩担当で、多摩で変なことを

言うから、顔をしかめていましたね。

根崎　分担はどうやって決めましたか。

岡島　総長の任命で決めました。

根崎　総長が決めるんですか。

岡島　そうですね。岡島だったら、あまり揉め

ないところを担当にさせようと。だから私、担

当が多かったでしょ。付属高校が全部担当で、

一高、二高、それから女子高。

根崎　確かに、国際交流も担当ですし、いろい

ろ担当されていますよね。

岡島　国際交流は得意でしたね。国際交流だけ

でもよかったような感じですが、保健体育も、

図書館もやりました。計算センターもやったと

思います。

根崎　計算センターもやっていますね。

岡島　それに加えて、工学部も担当でした。工

学部がいちばんやりたくなかったです（笑）。

根崎　確かに広いですよね。

明田川　付属高の話が出ましたが、90 年代頃

から付属高と大学の高大連携が盛んになります

が、そのことについて何かありますか。

岡島　あの時は、3 校長と我々と 1 週間に 1 回

程度、付属担当会議をやっていました。頻繁に

呼ばれて付属高校には行きました。

根崎　最初の常務理事の時には中高担当ではな

く、2 期目再選の時からですよね。

岡島　いいえ、最初からだったと思います。

根崎　最初の時の担当には入っていないです。

国際交流、保健体育、多摩総務部、多摩学務部、

多摩学生部、工学部事務、計算センターの担当

ですね。

岡島　付属は最初からだと思いますが、僕の記

憶違いでしょうか。

北口　途中で変わる可能性もありますよね。

根崎　それもありますよね。

北口　記録によると、1 期目は比較的、多摩に

集中している担当のようですね。

8．「理工学部」への改組を断念

根崎　この時期に先生にぜひお伺いしたいと

思っているのが、工学部が先ほども話に出た「理

工学部」へ改組することについてです。文部省

への折衝もかなり大変な時だったろうと思いま

す。結果的には、先ほど言ったように学内的に

もたぶん法政が文部省から嫌われているから、

なかなかこういう問題がうまくいかなかったの

かなとも思いましたが、いかがでしょうか。

岡島　市ケ谷が嫌われているということは、噂

では聞いていましたが、傍目ではわかりません
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でした。それに関係なく交渉していたので、事

務のほうは真っ青な顔をしていました。どうし

て青い顔しているのかわかりませんでしたが、

後から聞いてみたらやはり大変だったというこ

とでした。ただ、やはり工学部の責任です。我々

が事務と一緒に行って判断しましたが、明らか

に「わかるでしょう」。

根崎　その「わかるでしょう」というところを、

ご説明いただけますか。

岡島　あの時は学務担当が鬼塚先生だから、「先

生、こうなってます」って言いました。「じゃあ、

マル合教員と補充人事を合わして 18 人採れば

いいじゃないか」言われましたが、採るのは良

くても、今度は不要な教員の整理等の問題もど

うしても生じます。教学改革を進める上で、教

員組織等に混乱を生じさせることは絶対に避け

なければなりません。それで、いろいろあって

文部省の指導や干渉があれだけ社会的に批判さ

れるとは思いませんでした。うちだけではなく、

どの大学もみんなやられました。

根崎　工学部が「理工学部」じゃないですか。「理

学部」と「工学部」という形に分けるというの

は？

岡島　それも考えました。本来ならば理学部を

つくりたかったんです。けれども、この規模で

理学部というのは無理です。理学部というのは、

数学や物理とか化学が中心ですよね。理学部を

持てる大学としては、やっぱり早稲田大学とか

慶應義塾大学ぐらいの規模でないと財政的にも

無理だと思います。法政大学の理学部は、荷物

になるだけだと思いました。それなら、今流行

の「理工学部」の方向性で進めたほうがいい、

まだ学生が集まるだろうと考えました。

根崎　私は理学部・工学部という正論でいくと

思いました。

岡島　我々も、理学部をつくりたかったら理学

部にします。けれども、法政大学に理学部をつ

くったところで、学生が来るかは疑問です。

根崎　そういう問題もありますね。

岡島　私としてはそう思いました。理事経験者

の稲田（太郎）さんとも「理工学部」について

相当論議しましたが、やはり結論は一致しまし

た。

根崎　一応、工学部全体として理工で行こうと

いうことになったんですね。

岡島　理学部は無理ですね。

根崎　けれども、理事としての役割上、文部省

に行って交渉しなければいけないと。

岡島　一回は打診しましたよ。その時、向こう

からは、「それだけの力がありますかね。ハハ

ハハ」なんて言われました（笑）。

明田川　最初に文部省に行って駄目だなという

雰囲気の後に、学部内でやっぱり「理工学部」

で行く派と、工学部のまま学科再編派と、なか

なか意見がまとまらなかったというようなこと

はありましたか。

岡島　当時、そういった考えはありませんでし

たし、そこまでも行っていませんでした。もう

自分たちの学科が再編できればいいと思ってい

ました。要するに、工学部の中にけっこう矛盾

がありました。例えば、機械工学科の中に化

学があって、その化学の先生が学科の 3 分の 1

ぐらいを占めていました。それを全部、きれい

に整理したほうが、入るほうもわかりやすいし

良いんじゃないか。そういうことがあって、学

科再編でまず進めて、それから「理工学部」だ

という話になりました。

根崎　常務理事になられていろんな担当がある
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わけですけれども、当時を思い出されて、一番

これは大変だったと思うことはありますか。

岡島　全部きつかったですね。

根崎　それはきついと思います。ちょうど先生

が常務理事になられたのは 1990（平成 2）年

ですが、その次の年には工学部から「理工学部」

への文部省の折衝が始まって来る時で、歴史上

は大変な時期だなと思っていましたが、「そん

なに揉めてもいないよ」ともおっしゃられてい

ましたね。

岡島　「理工学部」の改組は、もうやればでき

るとわかりましたし、文部省はもう中までは関

与しないということですから、教授会と理事会

にお任せする、それが筋じゃないかということ

になりました。私見ですが、文部省は間違った

と思います。やはり日本では、干渉すべきです。

やはり別の目で見ないと、日本の大学は駄目に

なります。けっこういい加減ですし（笑）、自

分で言うのも変ですが、アメリカと比べるとや

はり教員に対しては甘いです。我々の時代は良

いやつと悪いやつがはっきりしていましたが、

今はどうなっているんでしょうか。もう半世紀

にもなるからわからないですね。

北口　教員のレベルということですか。

岡島　少々厳しいかもしれませんが、本学の教

員のレベルはそれほど上がっていないと思いま

す。話は変わりますが、現在、会社の依頼で、

いろいろな仕事をさせられていますが、論文を

書いて学会に出すと、いい文章が盗まれること

があります。「これ、どこかで読んだことあるな」

と思ったら、同じ文章だったりして。滑稽です

ね。

根崎　いわゆる剽窃ですね。ただ、今までにな

かったような研究って誰だって生み出したいで

すが、今の若い人たちを見ていると、隙間産業

みたいなところがありますよね。隙間を狙うぐ

らいしかなく、大きなテーマって難しいですよ

ね。

岡島　私はラッキーな時代に生きていたと思い

ます。テーマがみんな大きかったです。宇宙産

業で、国の中心だったということも影響してい

るのでしょうか。

根崎　今も会社で研究されていますよね。

岡島　今は、健康寿命の関係で血流を測ってい

ます。ある領域の遠赤外線（レゾナンス波長）

を身体に当てると温熱効果で、血流が増します。

いろいろな関係会社と協力して、血流がどれぐ

らい増すかを解析しています。それを今度、医

学の学会で発表の予定です。

9．小金井再開発へ

明田川　時間が前後して申し訳ないですが、

1989（平成元）年 12 月に法政懇話会というの

ができて、そこに工学部からは稲田先生、岡島

先生、白井（五郎）先生、大澤（泰明）先生の

4 人が参加されていますが、どのようなことが

ありましたか。

岡島　何の話でしょうか。初めて聞きました。

明田川　法政懇話会は、法政大学が抱えている

問題をマクロな視点からいろいろ考える会です

が、何か思うところがあって参加されたのかな

と思いました。

岡島　それは初耳です。

根崎　今までのお話にあった、工学部にもいろ

いろな問題があった時ですよね。工学部の基本

問題検討委員会が、その前の 5 月にできると

いうことで。

明田川　その流れなのでしょうか。
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岡島　そんなものが次から次へとできました

が、わけがわかりませんでした。

根崎　ちょうどその時に、多摩全面移転に関し

て議論している時なので、そのことが関わって

いると思います。

岡島　稲田さんとか何かで、そんなことあった

こともありません。話も、いま初めて聞きまし

た。

北口　名前だけだったのでしょうか。

岡島　自分勝手にやっていてね。

根崎　理事に就任する 2 年前に、工学部の多

摩校舎が出来上がり、多摩 C 地区と呼ばれて

いましたが、ここは先生も行かれましたか？

岡島　1 年生の教育には行きました。あの時は、

あるグループだけでは不公平だから、全員が行

くようにしようということになりました。そう

すると、多摩移転がいかに大変かわかります。

ですから、経済学部と社会学部はこっちに来た

いと思いますね。

北口　そうだと思います。

岡島　「我々は市ケ谷に研究室を持ちたい」と

いう話を頻繁に聞いていましたが、「駄目だ、

決めたものは最後までやれ」と言いました。

根崎　『法政大学と戦後五〇年』には、工学部

の中にも多摩の全面移転派の人達と、反対派

の人達がいたということが記されていますが

（558-561 頁）、そのようなイメージはあまり

ありませんか。

岡島　移転派というのはみんな不純ですよね。

根崎　どういう部分で不純ですか？

岡島　本当に教学改革をきちんと考えて行きた

いという議論は聞いたことがありません。です

から、そういった意見に耳を傾けたことはない

し、真剣に考えたこともありません。

根崎　『法政大学と戦後五〇年』によると、河

原（一郎）先生は小金井再開発論、岩下学部長

は多摩全面移転論を主張されていたようです。

岡島　それは全部、個人の意見です。もし教授

会でそんなことを一緒に考えていたならば、あ

の再開発の時に揉めていると思います。

根崎　確かに教授会ではなくて教授会懇談会の

席上でそういう意見を誰か出していたようです

ね。

岡島　河原先生は、小金井を再開発すべきだと

いうことは言っていました。

根崎　小金井を基盤にやっていくべきだという

ことですか。

岡島　そうです。

根崎　やはりお聞きしてみないとわからないで

すね。

岡島　我々の感覚では、そんなことは見ていま

せんでした。本当に教授会で決めるならば、記

名投票で投票をやってきちっと決めるならいい

ですが、決めていないのにも関わらず「決まっ

た。決まった」ということになっていました。

何が決まったのか、決まったことさえわかりま

せんでした。要するに理事会がこう言えば工学

部は従うだろうという想定を持っているので、

理事会に情報をいっぱい流しちゃおうと。

北口　そっちが既成事実になっていくみたいな

ことですか。

岡島　そうですね。だから、岩下さんは私が選

ばれるとは夢にも考えていなかったと思いま

す。あれから何にもお咎めがなくなりました

（笑）。

根崎　でも、これがあって先生の登場ですから。

岡島　いや、登場させられました。なかったら

させられてないです。研究をやって、もっとい
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ろいろなことをやっていました。

　それで学会で、国から研究費をもらう席が空

くから、「岡島が理事になったから、あの席が

空く、私が入ろう」という他大学の人がたくさ

んいました。要するに、席を空けたくありませ

んでしたが、やはり空けさせられました。ただ、

また復帰しましたけどね。

根崎　確かに、そういうところはありますね。

岡島　やっぱり研究費が絡むし、我々も真剣勝

負ですから、それは厳しいです。理事なんてい

う話ではありません。

北口　研究者として、脂の乗った時期に大学の

政治のほうに時間をとられてしまうみたいな感

じでしたか。

岡島　あの時の田村さんという立派な職員理事

の人の顔が、まだ忘れられません。「何回出れ

ばいいんですか」と聞いた時、「何考えている

んだ。法政大学の常務理事だぞ」って厳しく叱

責されました。

根崎　先生は 50 歳手前で常務理事になって、

学部の中ではみんなお年いった方がいっぱいい

らっしゃいますね。

岡島　みんな私より年上でした。

根崎　どういった感じでしたか。

岡島　あまり他の先生から批判されたことはあ

りません。

根崎　ある意味、他の年輩の先生方も、若い人

でいってもらったほうがいいということだった

のでしょうか。あるいは、今まで政治に関わっ

ていない人にいってもらったほうがいいとか。

岡島　おそらくこれで多摩移転はなくなっただ

ろうという感じがしたと思います。移転だなん

て、とんでもない話だって言っていましたから。

北口　工学部は、学部長をやった人が理事にな

るわけではないんですね。岡島先生、学部長を

経験されていないですよね。

岡島　あれは断れるんです。

根崎　他の学部は、学部長をやって理事という

イメージがあります。これは岡島先生だけでは

ありませんか。

岡島　飯沼先生もやっていません。

北口　工学部は別に、学部長をやって理事とい

うルートではないみたいですね。

根崎　他はほとんどそうですよね。

岡島　理事をやったら、学部長はできません。

いろいろな絡みがあると思いますが、全くそれ

を知らないから、パッとやって当たっていきま

した。それだけに、慎重に取り組んで、事務系

に全部、問題点を聞きましたね。

北口　先生、先ほどから事務の方の名前が出ま

すね。

岡島　教員の名前は覚えてないけど、事務の方

の名前は覚えています。やっぱり、彼らは苦労

しているからいいことを言いますよね。

根崎　周りを知っていますしね。

岡島　そうですね。教員のように少し来てやる

だけでなく、ずっとそれだけ仕事してきている

わけですよね。

根崎　確かに事務は、優秀な人がたくさんいま

す。

10．大学院の拡充と学科再編

根崎　2 期目の理事時代に入りますが、岡島先

生の関わりとしては大学院の定員増の関係で

しょうか。

岡島　大学院はやらなければならないと思いま

した。

根崎　これで文部省に折衝していくという形に
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なっていくわけですね。

岡島　それで大学の収入を健全にしなければな

りませんでした。

根崎　それにしても、50 名の定員だったもの

を 300 名に引き上げるというのは。

岡島　倍増だと思っていましたが、さらに多い

人数でしたね。何しろあの時、前総長の青木宗

也先生が来て「よくぞやった」と言ったぐら

いです。法政の規模では 300 名は常識ですが、

マル合教員が各学科 4 名か 5 名必要だったの

で、マル合をずいぶん採用しました。文部省の

課長は大学関係者の前で、「何々先生、マル合。

何々先生、不可」って読むんです。

北口　学部の拡充ももちろんですけど、大学院

の拡充というのがやはり必要でしたか。

岡島　そうですね。学部だけやっても定員は増

やせないので、収入になりません。大学院は、

50 から 300 なので大きいですよね。

北口　修士課程が 50 から 300 に。この時、南

館もつくって、大学院の定員も増やしてという

ところですよね。

根崎　工学部は理系ですから、学部から修士課

程へかなりの人数が行きますよね。

岡島　かなり多いですよ。

根崎　ですから、そういう背景があると思いま

す。

岡島　大学院は、わりと話がうまくいきました。

やはり文部省も、学部に比べて、大学院は事務

のレベルも高いと思います。

北口　文部省の中でも、学部担当と大学院担当

では、全部違いますか。

岡島　全部違います。マル合審査の時は、いろ

いろな大学の先生に頼みに行きました。熊谷先

生にお願いしたら、先生があちこちで先生を

やっているかつての弟子に連絡をとってくれ

て、「今度、岡島が行くから、話を聞いてやっ

てくれ」と話してくれました。熱心にやってく

れましたね。

根崎　東大系は多いですからね。

北口　そこで生きてくるわけですね。

根崎　ですが、50 を 300 に増やして、通ると

いうのがすごいですよね。

岡島　確かに、あの時は log （対数）スケール

で資料を作りました。向こうも、初めから通す

つもりだったみたいです。学科再編成から比べ

れば、資料も少ないし、わりと簡単でした。何

しろ、学部は大変でした。

根崎　大学院はこういう状況でしたが、学部の

ほうは学科再編が続いていくわけですね。普通、

学部で 8 つも学科があるというのは……。

岡島　少ないですよ。

根崎　市ケ谷からすると、1 つの学部が 8 学

科なんてちょっと考えられません。文学部の 5

つとか 6 つぐらいの学科が、「多いな」と感じ

ます。

岡島　たとえばインドには、Indian Institute 

of Science（IISc）という有名な大学院大学が

あります。そこに、客員教授として留学したこ

ともありますが、1 学部で数十学科ありますよ。

根崎　日本でも、例えば東大なんかだとかなり

細分化されていますか？

岡島　ああいうのは、まだ幼稚園です。もう本

当に専門家をつくっていくということです。

北口　専攻という分かれ方ではなく、学科レベ

ルでつくっていくということですね。

岡島　そうです。何しろ、人が多くて、教員と

学生数が同じくらいいると思います。

根崎　そこは文系と全く違うでしょうね。
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岡島　工学部のあの規模では、8 学科の倍あっ

てもいいと思います。ただ、倍あるほど日本は

進歩していません。

北口　常に機械工学科は筆頭学科でしたので、

やはり規模も人数も多いですか。

岡島　最初の学部長の加茂正雄先生が非常に有

名な先生でしたから。機械は森田忠孝とかあの

へんがずっと……。機械工学科で学部長をやっ

た人というのは、あまりいないんじゃないで

しょうか。個性が強いので受からないと思いま

す。飯沼先生もやっていませんし、小井土先生

はやったかわかりませんが。能谷先生は好きで

した。だから、非常に人触りがいい人じゃなきゃ

なれないですね。

北口　小井土先生はやっていますね。

岡島　そうですか。小井土先生は、理事もやっ

ています。けれども、小井土先生は工学部のた

めには何もしていないと思います。私も何もし

なかったかもしれませんが、大学院はヒットだ

と思いますよ。

根崎　そうですね。これは工学部だけの問題

じゃなくて、学内的にも大ヒットでしょうね。

岡島　それが、工学部は気がつかないんです。

修士課程の定員が増えて、どれだけ大学に貢献

するかということについて、財務を担当してい

る人以外は、ピンと来ていませんでした。

根崎　ひとつ今、思ったのは、工場等制限法と

いう法律があって、23 区は定員増してはいけ

ないという法律があります。

岡島　我々の時はありませんでした。

根崎　この時代あったと思いますが。

岡島　小金井だって東京都です。

根崎　いや、23 区だけです。23 区のところで、

もう定員増なんて駄目と。

岡島　その噂は聞いたことがあります。もしか

したらギリギリのところかもしれませんね。

根崎　その後、解除されますが、新学部設置の

1999（平成 11）年段階にはまだあります。

北口　あの時は、「福祉」や「情報」が学部だっ

たら可能という話でした。

岡島　大学院とかね。

根崎　定員増はとにかく駄目で、現状維持しか

できませんでした。うちの人間環境学部ができ

る時も、他の学部から定員を分けてもらって、

大学の定員を増やしてはいけませんでした。

岡島　うちは間違ったわけではないですよ

（笑）。

根崎　小金井は 23 区を外れているので、まだ

増やせたと思います。この問題、大学にとって

大きなことです。

岡島　あの時は何の問題もなく、スムーズに通

りました。あの時、定員増に文句を言われたら。

けれども、300 も出したような気も……あまり

大きすぎて。青木宗也先生が来たことは覚えて

います。

北口　300 という数字は間違いないです。

根崎　大学の歴史ではそうなっているので、間

違いないと思います。

岡島　もしかしたらそうかもしれないですが、

学部と大学院で分野を間違ったわけではないよ

ね。

根崎　学部と大学院で、バーターができるかと

いうのは少し疑問に思います。

岡島　文部省はそんなことしませんね。

根崎　ただ、文部省に認められています。

岡島　もしかしたら、23 区から外れているか

らか。

根崎　それはあります。工場等制限法は 23 区
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に限定されていますから。だから、あの時、増

やすことができないので、市ケ谷の新学部は悩

みました。

岡島　現在はこうだから、このまま増えていく

とこうなりますという、増える見込みのグラフ

を log スケールで書いた覚えがあります。大学

院はよかったなという感じですね。

根崎　大学としては大変ありがたい話で、それ

は総長だって喜びますよね。

岡島　けれども、工学部は何の反応もありませ

んでした。わからなかったんじゃないですかね。

根崎　当事者でないと、法律なんてわからない

と思います。23 区の大学は、どこの大学も定

員を増やせないという問題がある中で、新学部

をつくるので、よその学部から枠をもらって数

合わせしないといけませんでした。

岡島　それをやったら大変だね。

根崎　大変です。もらったら恩義があるわけで

すから、今度はお返ししなければいけないとい

うこともあるので、大変です。

11．国際交流

根崎　それから、この時代、国際交流が盛んに

なってきて、下森（定）総長とよく外国に行か

れています。二人で行くというのは、なかなか

ありませんよね。

岡島　知りませんでした。いつも一人で行って

いて、あのあたりをよく知っていたことに加え

て、総長というのは、自分の中ではそれほど大

きな存在ではありませんでした。常務理事会で

も承認されていたことでしたしね。

根崎　先生たちは研究の出張みたいな感じでい

たんじゃないですか。

岡島　あの時、確か IISc と学術協定を結ぼう

として出かけました。IISc というのは世界的に

レベルが高い有名な大学です。ここに写真があ

りますが、二人で行ったこと、帰って来てから

怒られました。

根崎　韓国とインドに行っているわけですよ

ね（※）。

岡島　はい。インドの帰りに韓国に寄りました。

下森先生と二人のほうが楽だと思いました。そ

れを国際交流委員会で報告したら、「これは一

体、なんたることだ。法政大学の恥だ」、「総長

と常務理事と二人で行って、もし何かあったら

どうするんだ」ととても怒られました。ただ、

その時、意味がわかりませんでした（笑）。「何

があるんですか」と聞いたら、「そういう大学

はない。自分の地位を認識していない」、「総長

も総長だ」と言われました。

北口　下森先生もインドに行ったことは思い出

深いとおっしゃっていました。

岡島　総長は喜んでいたみたいです。そこの大

学と学生交換とか様々な協定を結びました。私

が理事の時はいろいろなことをやりましたが、

あとは何もやっていないと思います。今はどう

なっているのでしょう。

根崎　今は数が増えて、協定校が 100 を超え

ました。

岡島　私が行った時に東大も IISc に来ていて、

東大も協定を結びたがっていました。けれども、

我々が先に協定を結んだので、「法政大学はど

ういう大学だ」って向こうの総長が聞くわけで

す。「オリンピックでは 5、6 名程度出ていま

すよ。優勝した選手もいますよ」と言ったら、「ス

ポーツユニバーシティか」って言うので（笑）、

「だけど、アカデミックもそうです」と返した

のを覚えています。そのあと、デリー大学とも
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協定を結びました。デリー大学に行った時、向

こうのスタッフが総長と二人で事務員がいない

ことを怪しんでいましたが、「我々は IISc とこ

ういうサーティフィケートを結んだ」と言うと、

デリー大学はすぐ承諾してくれました。

根崎　事務的にはちょっとあり得なかったで

しょうね。

岡島　あり得ないって怒られました。その後、

タシケントに行く予定でしたが、途中で政変か

何かあって、危険だからということで、タシケ

ントには行かずに、そのままソウルの延世大学

に向かいました。

根崎　総長と国際交流担当の理事と二人で行く

ということだから、筋としてはもちろん問題あ

りませんが、やはり事務が帯同していないとい

うのはね。

岡島　ソウルに着いたら事務員が 3 人ぐらい

来ていました。

根崎　法政からですか。

岡島　うちから延世大学に。

根崎　二人だけだから、何をしているのかと

思ったのかもしれませんね。

北口　途中から合流したのでしょうか。

岡島　そこで合流しました。確かに二人以上

だったと思います。事務部長と、それから二人

ぐらい付いていたと思います。我々も驚いてし

まいましたが、本来はあり得ないことだという

ことでした。あまり記憶にありませんが、下森

さんもちゃんとやってくれたので、不自由は感

じませんでした。

根崎　ひとつは先生がよくご存じだということ

もあるんでしょうね。

岡島　そうじゃないと危ないですよ、特にイン

ドは。向こうも、どこかに連れて行ってくれた

と思います。やはり総長を重んじて、ゲストハ

ウスみたいな立派な部屋に泊めて、いろいろな

ところを案内してくれました。向こうの大学が、

「NASA と提携してやっていて、99％はみんな

アメリカに行ってしまう。だから、インドでは

アメリカの植民地大学じゃないかと言われてい

る」と言っていました。

根崎　この頃から、どんどん増えていったんで

しょうね。

岡島　国際交流は、数は少なくても深くやった

ほうがいいと思います。数が増えただけだと意

味がないですよ。

根崎　確かに、利用していないところもあると

は思います。

岡島　それで、うちの学生が 15 人 IISc に研

修に行きました。30 人ぐらい希望があったと

思いますが、向こうに「30 人は対応できない」

と言われたので 15 人でした。

根崎　今、大学的には受験生に、「うちは世界

の 100 大学と提携を結んでいます」と宣伝で

きます。

岡島　深ければいいと思いますけれどね。

北口　時代によって、人気のある地域とそうで

もない地域と差があると言いますね。

根崎　たぶんそういうことが背景にあって、数

というのはあると思います。

岡島　インドの IISc の先生を 4 ～ 5 人客員教

授として 1 年間法政に呼んで、講義してもらっ

たことがありますが、冗談も言うし、学生にと

てもウケていました。授業を受けていると、学

生も英語がわかるようになるので、うちの学生

も馬鹿じゃないと思いました。

根崎　先生は理事を 1996（平成 8）年 4 月に

退任をされて、その後、先生を引き継ぎ稲田先
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生が理事になられました。やはり小金井の再開

発がまだ懸案事項になっているようですが、理

事を辞められる時は肩の荷が降りたという気持

ちでしたか。

岡島　理事を辞める時、もうこれで政治はやら

ないという気持ちでした。稲田さんにお願いす

ると約束していましたし、もうやる気はまった

くありませんでした。稲田先生はやる気満々で

した。私は秘密が嫌いで、口が軽い。私の性格

に理事というのは合わないです。

根崎　理事をやっていたらそう簡単には言えな

いこともたくさんありますよね。

岡島　言えないことだらけです。

根崎　6 年間も理事をやられている中で、他の

理事の方たちと集まる機会も多かったと思いま

すが、意見が対立することはありましたか。そ

れとも、それぞれ分担が違うから、そういった

ことはあまりありませんでしたか。

岡島　対立は結構ありましたよ。

根崎　ちょうど、常務理事から理事に変わり目

の時ですね。

岡島　そうですね。確かあの時、担当理事とい

うシステムが変わったと思います。常務理事で

も、理事でも、手当が違っても、私には関係な

いことでした。問題は、常務理事は、自宅に車

が道路の都合で朝 6 時頃に迎えに来ることで

した。6 時に来ると妻が挨拶に行かなければな

らならなかったので、「迎えにこなくてもいい」

と大学に言いました。それで、要するに常務理

事に車を付けることをやめました。

根崎　今その話を聞いていて、総長だけでなく、

常務理事にも車が付いていたことを知りました

（笑）。

岡島　あの時に総長だけになりました。常務理

事になると、電車が遅れたとか何かあったら困

るので、無駄なものではないという意見もあり

ましたが、会議を遅らせればいいと言って、廃

止しました。

北口　他の常務理事から苦情が来ませんでした

か。

岡島　タクシー券をもらって、タクシーが使え

たので、僕には来ませんでした。

根崎　ひとつだけ、理事時代のことでお聞きす

るのを忘れていたことがあります。例の国際交

流センターの事務部長になられた時があります

よね。あれは、もちろん理事だから担当という

ことですが、事務の部長に教員がなっていまし

たか。

岡島　職員事務部長が何らかの事情で不在の場

合、事務部長は、担当理事でも兼務できました。

根崎　結果的に工学部が新学部になって、学科

再編がありましたが、これについてはまあまあ

よかったんじゃないかと思われますか。

岡島　学科再編成とかはやればできることで

す。けれども、3 つのキーワードね。要するに、

社会的に意義のある大学。そのためには、もと

もと法政大学はあれだけの「設備」と「場所」

と「人材」を持っているのだから、頑張れるは

ずだと思います。頑張って欲しいというのが願

いですね。あとは、何もありません。少し待遇

が良すぎたと思います。良すぎるとだいたい駄

目になっていきますね。

根崎　教員の待遇が良すぎる？

岡島　悪くは無いと思います。いや、大したこ

とではありませんが、どうなんだろうと思う時

があります。工学部しか知らないけれど、教員

を見ていると本当に三流の学内政治家が多いの

ではと思います。
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根崎　言っていることはよくわかります。

岡島　本当にあの時に間違ったと思います。今、

思っても仕方がありませんが、でもやっぱり法

政を採るしかなかったので、仕方がないですね。

人情です。優秀だけが学問ではありませんが、

優秀でなければ話になりません。それだけは言

いたいです。けれども、徐々に立派な大学になっ

てきたね。

12．これからの法政大学へ

根崎　最後に、学生や卒業生へメッセージをい

ただけますか。

岡島　こういう言葉が適切かどうか知りません

が、これしか浮かびません。鯛は腐っても鯛と

いいますよね。社会では、東大は腐っても東大

なので、法政は腐ったら本当に腐ると。だから、

腐らないように頑張れと。この表現がいいかど

うかわかりませんが、私はこれ以上、思い当た

りません。学生たちは能力があると、学生に教

えています。そうすると年賀はがきに、「私は

何々の部長になりました」書いてきます。それ

を見て、「ああ、よかった。あれで腐っていたら」

と思います。

根崎　長く法政大学と関わって、学生や教員を

見ていて、一番そのことを感じますか。

岡島　学生には、無限の可能性があります。そ

れに、うちの学生は素直で真面目です。かなり

真面目だから、きちんと教えれば伸びます。だ

から、こういうふうに言うんです。鯛は腐って

も鯛だと。東大は腐っても東大だと。私もそう

ですが、君たちも腐ったら本当に腐ると。だか

ら、腐っちゃ駄目だ、頑張れと。

根崎　教員にも何かメッセージをお願いしま

す。

岡島　先端的でユニークで、存在感のある大学

にしなければならない。それだけじゃないです

か。ほかに何かありますか？

根崎　教員には研究者としての側面と、教育者

としての側面がありますが、研究ではそのとお

りです。確かに研究者である以上は、先端的で

ユニークな研究をしろというのは当然だろうと

思います。

岡島　人間的に？

根崎　いや、先生が言われるのはごもっともだ

なと思って、これ以上はないといえばないのか

もしれないですね。

岡島　「存在感のある」というのは、全てを含

んだ意味です。人間というのは幅があって、い

ろいろな社会をつくっていくんです。ただ、存

在感はなくては駄目ですね。ユニークというの

はけっこう難しいです。先端的というのは、本

当に努力しなきゃ駄目ですし、やはり運もあり

ますよ。指導者が先端的でしたらこうなるし、

遺伝子の問題もあります。人間、幅広いから、

その通りに生きましょうということですね。

根崎　それぞれの役割がありますよね。

岡島　ありますね。いろいろなパターンがあっ

て成り立っているのだから、自分を大事にすれ

ばいいんです。私はそう思います。私なんてい

うのは、人間的に見たらどうしようもない人間

だと思います。

根崎　けれども、それでは常務理事になれませ

ん。

岡島　理事をやってよかったと思うのは、人間

の痛みがわかったことです。職員とかいろいろ

な人がいて、いろいろな痛みを抱えて生きてい

るわけです。それを考えることが多かったです。

そういう人間の痛みというか、深さというか、
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人間の生き方というか、それを少し教わったみ

たいです。あとは、何も残りません。

根崎　けれども、理事はなかなか経験できませ

んよね。

岡島　ぜんぜんできません。理事をやっていな

いとこれだけできませんでした。理事をやって

良かったなと思うのは、少し人間の幅を拡げて

くれたかなという感じです。やっぱり理事を

やって、人生マイナスではありませんでした。

阿利先生や鬼塚先生、それから川上さんとか石

坂さん、いろいろな人に会えたということは非

常に良かったです。また、あの中では必死に議

論しなければいけないので、いい加減なことを

言っていられませんでした。それは勉強になり

ました。彼らは彼らなりにある意味でのポテン

シャルを持っていましたね。

　今日は何でも引き出されてしまいました。

根崎　先生、本日は長時間にわたり、さまざま

なお話を聞かせていただき、ありがとうござい

ました。これをもって、本日のヒアリングを終

了いたします。

（終了）

（※）下森総長と岡島理事は 1995（平成 7）年

9 月 6 日より韓国ソウル市の延世大学を訪問し

て学術・学生交換交流協定を締結し、台湾の中

山大学やタイのタマサート大学も訪れた。また、

1996（平成 8）年 4 月 13 日からインドを訪問

した際にはインド科学大学院大学との学術交流

協定に調印、デリー大学との学術交流の打合せ

後、中国の上海外国語大学にて国際相互交流の

発展に向けた打合せを行った（法政大学広報部

発行『学内ニュース』№ 132・140、1995 年

9 月 16 日・1996 年 5 月 15 日）。


